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日 曜 行事 

学年別授業時数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

1 木 都民の日       
2 金 振替休業日(9月 26日分)       
3 土        
4 日        

5 月 全校朝会 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

6 火 SC来校 避難訓練 煙体験（１・２年生） ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

7 水  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

8 木 読み聞かせ（高学年） ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

9 金 委員会活動 教育実習終 縄跳びウィーク終 ５ ５ ５ ５ ６ ６ 

10 土        
11 日 区民まつり       
12 月 スポーツの日       

13 火 安全指導  SC来校 ５ ６ 6 6 6 6 

14 水 
体育大会壮行会 

校内研究（１年２組のみ５時間授業） 

4 

(5) 

4 4 4 4 ４ 

15 木 体育大会（６年生） 歯科指導（３年生） ５ 5 ６ ６ ６ ６ 

16 金 クラブ活動 5 5 5 6 6 6 

17 土        
18 日 瑞江地区区民運動会       

19 月 全校朝会  運動会全校練習 ５ 5 5 ６ ６ ６ 

20 火 SC来校 5 6 6 6 6 6 

21 水  4 4 4 4 4 4 

22 木  5 5 6 6 6 6 

23 金 巡回相談 5 6 6 6 6 6 

24 土        
25 日        

26 月 全校朝会 運動会全校練習 ５ ５ 5 ６ ６ ６ 

27 火 SC来校 5 6 6 6 6 6 

28 水 運動会係打ち合わせ（６年生） 4 4 4 4 4 5 

29 木  5 5 6 6 6 6 

30 金 運動会リハーサル ５ 5 5 5 5 5 

31 土 運動会 5 5 5 5 5 5 

11/1 日 運動会予備日       

2 月 振替休業日       
3 火 文化の日       

4 水  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

5 木 避難訓練（不審者対応訓練） ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

6 金 委員会活動 ５ ５ ５ ５ ６ ６ 

しもかまた ■下校時間について 

・４時間授業…13時 1５分頃 

・５時間授業…14時 3０分頃 

・６時間授業…15時 2０分頃 

■運動会のお知らせ 

１０/３１（土）に運動会を行います。

今年度は１日の開催です。昼食はお弁

当になるので、ご準備をよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

＜学校からのお知らせ＞ 
１０月の行事予定   

9月をふりかえって… 

９月１５日（火）はイングリッシュデ

イを行いました。イングリッシュデイで

は、教員からの英語のあいさつや、

ALTが校内放送を行うなど、児童

が日常の中で英語に触れる機会を

つくりました。児童は元気いっぱいに

あいさつを返すなど、積極的に英語

に親しむ姿が見られました。４年生は

同じ日に「イングリッシュキャラバン」

のプログラムを行い、ネイティブ講師

の先生と英語を使ったゲームで楽し

く学習することができました。最初は

緊張していた子供たちも、ネイティブ

講師の先生と笑顔で関わる姿が見

られました。 

 

＜10月の月目標＞ 

〇生活目標  学習にしっかり取り組みましょう。 

〇保健目標  目を大切にしましょう。 

〇給食目標  食後の休養をとりましょう。 

   チームワークの大切さ        副校長  籠﨑 康之 

９月１９日（土）から行われている第２０回アジア競技大会にて快挙が生まれました。卓球男子団体戦におい

て、日本代表が６０年ぶりに金メダルを獲得したのです。それも、これまで長く頂点に君臨している中国代表チ

ームを破っての優勝です。卓球という競技に興味のない方にとってはなんてこともない話題かと思いますが、中

学生時代に卓球部に所属していた私としては、その快挙に胸躍る思いがしました。 

中国代表チームは言わばエリート中のエリートです。中国では卓球を「国球（こっきゅう）」と呼び、国を代表

するスポーツとして親しまれています。国民にとって卓球は身近なものであり、公園や学校に屋外の卓球台が

置かれていることも多く、子供からお年寄りまで気軽にラケットを握っているそうです。そんな卓球というスポー

ツだからこそ小さな頃から英才教育を施していることも少なくないそうで、プロの選手ともなれば年間５０００万

円もの年収となることもあるようです。よって、中国卓球代表は１位になることが当たり前であり、誰が金メダル

を取るのかということが話題になるのです。 

そんな中国代表に日本代表は勝って金メダルを取りました。なんて素晴らしいことでしょうか。日本代表選手

のこれまでの努力や頑張りに敬意を払いたいのですが、一つ注目したいのは、１位を獲得したのが団体戦で

あるという事実です。実は卓球競技には団体戦だけでなく、個人の競技もあります。シングル戦、ダブルス戦が

ありますが、それらは個人種目と言われます。残念ながら今回のアジア大会の個人戦では日本は金メダルを獲

得できていません。団体戦でも戦った選手に負けるなど、同じ相手でも当たり前に勝つことは難しいのです。こ

こで考えたいのはなぜ団体戦で優勝できたのか。卓球競技は基本的に個人競技であり、野球やサッカーなど

の競技と異なりチームワークという考えはとても薄いです。そんな競技ではありながらも団体戦で日本が勝て

たのは、やはりチームワークが良かったからだと思います。試合後のインタビューの中で日本代表の松島選手

が張本選手から言われた言葉が記事として載っていました。団体戦は５試合あり、先に３勝したチームが勝つ

のですが、日本は決勝戦で先に２敗をしてしまい、もう後がなくなった中で、４試合目の張本選手が５試合目の

松島選手に対して「勝つから待っとけ」と伝えたとのことです。その言葉通りに張本選手は中国代表のエース

に勝ち、松島選手は奮い立つようなプレーで最終戦を制しました。そして優勝した瞬間の歓喜の中で、日本代

表は輪になって喜ぶ姿が報道されていました。他にも要因があるかと思うのですが、たった一言、たった一つの

プレーでチーム力が上がり、好結果を生み出したのです。 

さて、１０月の終わりには新しい校舎、校庭となって初めての運動会を行います。子供たちにとっては個人の

種目もあれば、集団による種目もあります。もちろん最後は個人の想いや力が影響されるとは思うのですが、

友達の「がんばれ！」や「ドンマイ！」などの言葉がけは大きな力になります。さらに友達の 

努力する姿は自分の気持ちを高めることにつながります。子供たちにとって結果だけでな 

く、そこに至るまでの過程を大事にした運動会となるように教職員一同指導を行っていき 

ます。 
 


